
2012年春季生活闘争 第2回回答集計 賃金改定状況

■賃金引上げ

人

①平均賃金方式

円 ％ 円

人 ％ ％

〈参考：昨年と同一組合（２年連続報告）での比較〉

円 ％ 円 ％

②個別賃金方式

円 ％ 円

円 ％ 円

円 ％ 円

円 ％ 円

①個別賃上げＡ方式は、（たとえば35歳・勤続17年、30歳・勤続12年といったように）年齢・勤続年数等の銘柄条件を

特定した労働者の賃金水準を、前年度から新年度になるに際し、いくら引き上げるか交渉する方式。

②個別賃上げＢ方式は、新年度に特定の銘柄条件になる労働者（たとえば前年度34歳・勤続16年→

新年度35歳・勤続17年のように）の賃金水準を、賃金カーブ維持分（いわゆる定昇相当分）を含めて、

いくら引き上げるか交渉する方法。

―

―

―

引上げ額 引上げ率

2012/3/21公表

回答を引き出した組合は 930 組合、 1,107,279

(組合員数による加重平均)

107 組合
平均賃金方式

2012回答（2012年3月19日集計）
昨年対比

2011回答（2011年3月17日集計）

集計組合数
引上げ額 引上げ率

集計組合数

人 ％

集計組合員数 集計組合員数

617 組合
5,354 1.80

-407 円

率 金額

5,761 1.87
803,492 人 -0.07 ﾎﾟｲﾝﾄ 81,744

5,882 円

共闘連絡会議
集計組合 組合員１人あたり加重平均

組合数 人員
2012要求 2012回答

金額

5,298 1.77

率
金属 334 組合 362,262 6,601 円 2.19

154,480 6,285 2.18 5,419

1.95
化学・食品・製造等 126 139,638 5,603 1.88

1.87
インフラ・公益 2 645 5,285 2.09 5,064 1.97

流通･ｻｰﾋﾞｽ･金融 117

交通・運輸 38 146,467 6,097 2.11 4,036 1.37

(組合員数による加重平均)

平均賃金方式

2012回答（2012年3月19日集計）
昨年対比

左記2012回答組合の昨2011回答
集計組合数

引上げ額 引上げ率 引上げ額 引上げ率
集計組合員数

543 組合
5,336 1.79

128 円
5,208 1.75

713,806 人 0.04 ﾎﾟｲﾝﾄ

(組合数による単純平均)

個別賃金方式
2012回答（2011年3月19日集計）

昨年対比
2011回答

集計組合数
引上げ額 引上げ率 回答到達水準

集計組合員数

465 0.18

35歳Ａ方式
124 組合

532 0.19 ―

35歳Ｂ方式
64 組合

6,995 2.54

288,563
115,870 人

30歳Ａ方式
71

46,959 人

250,223
115,870 人

組合

7,815 3.27

284,382

【注】

246,551
25,088 人

30歳Ｂ方式
54 組合


